
年 月 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所:福井市菅谷２丁目１０－１６

実施した日程:令和6年1月23日

実施の概要:将来のためのライフプランニングについて

利用者数:8名

＜目的＞
〇利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

〇利用者にとってのメリット

＜成果＞
〇実施した結果

ライフプラン設計方法やシュミレーションに関するアプリ等に関する知識を得た 利用者が指示に従い、ツールでシュミレーションを行

〇得られた成果 っている様子

〇課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

住 所 福井県福井市菅谷２丁目１０－１６ 管理者名 小山 清子

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 前進主義ふくい 事業所番号 1810102416

連携先企業（担当者） 株式会社北國銀行 

利用者からの意見・評価

ライフプラン設計に関する基礎知識から具体的な計画の立て方を学ぶことができた。
また現在の自分に必要な資格や習慣などがより具体的になりました。

電話番号 0776-26-3335 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

ライフプラン設計を行い、将来的に必要な資金の見込額を概算することで、短期目標と⾧期目標の
方向性を明確化し、A型利用者に計画を立てることの重要性を学んでもらう。

ライフプラン設計についての知識を得られることに加え、⾧期目標の達成可能性を考慮し、短期目
標を見つめなおす機会となる。

 ⾧期目標を達成するために、どれくらいの資金が必要になるかが身近なものとなり、A型を利用する
目的を再認識でき、一般就労等に向けて必要なことが何かを考える機会となった。

ライフプランに関する事前知識がある利用者とない利用者で理解度に若干差が生まれた。面談など
を通して、利用者が将来への方向性を明確化できるように支援していく必要がある。

障がいがある方向けということで、事前に内容についてご相談させていただき、今回は基本的な事項を網羅したセミナーとなりました。対面、オンライン同時開催で、皆さん熱心に参加して
いただけたと思います。

セミナー後のアンケートでは、受講者の興味は大きく分けて財産形成と保険・相続に2分していた様子です。年齢層の関係もあると思いますので、次回は皆さんの興味がある分野についてもっと踏み込んだ内容
にすると良いと感じました。

様式２


